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（議事日程） 

日程第１  議案第４９号 目黒区行政手続等における情報通信の技術の利用

に関する条例の一部を改正する条例（意見聴取） 

日程第２  議案第５０号 令和８年度目黒区一般会計補正予算（第２号） 

（意見聴取） 

日程第３  議案第５１号 令和７年度目黒区一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて（意見聴取） 

日程第４  議案第５２号 めぐろ区民キャンパス天井非構造部材落下防止対

策工事の請負契約（意見聴取） 

日程第５  議案第５３号 めぐろ区民キャンパス天井非構造部材落下防止対

策に伴う電気設備工事の請負契約（意見聴取） 

日程第６  議案第５４号 目黒区めぐろパーシモンホール舞台照明設備改修

工事の請負契約（意見聴取） 

日程第７  議案第５５号 旧目黒区めぐろ学校サポートセンター増築等工事

の請負契約（意見聴取） 

日程第８  議案第５６号 旧目黒区めぐろ学校サポートセンター増築等に伴

う機械設備工事の請負契約（意見聴取） 

日程第９  議案第５７号 旧目黒区めぐろ学校サポートセンター増築等に伴

う電気設備工事の請負契約（意見聴取） 

日程第１０ 議案第５８号 目黒区立目黒南中学校新築工事の請負契約の一部

変更について（意見聴取） 

日程第１１ 協議事項   令和９年度使用目黒区立小学校教科用図書の採択

及び令和９年度使用目黒区立中学校教科用図書の

採択について 

日程第１２ 協議事項   令和９年度使用目黒区立学校特別支援学級教科用

図書の採択について 
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日程第１３ 報告事項   「めぐろ学校教育プラン」改定素案（骨子案）に

ついて 

日程第１４ 報告事項   「ＭＥＧＵＲＯスマートスクール・アクションプ

ラン」改定素案（骨子案）について 

日程第１５ 報告事項   目黒区立学校授業リーダー及び目黒区立学校授業

アドバンサー認定制度の新設について（案） 

日程第１６ 報告事項   教育委員会名義の使用承認状況について 

 

資料配付 

・令和８年度目黒区立中学校案内 
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長    令和８年第２４回目黒区教育委員会定例会を開会します。本

日の欠席委員はいません。欠席職員は学校運営課長です。署名

委員は松村委員です。 

        それでは、日程第１を議題とします。 

 

（日程第１   議案第４９号 目黒区行政手続等における情報通信の技術の

利用に関する条例の一部を改正する条例（意見聴取）） 

 

○教育政策課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     教育委員会に関する通知のうち、今回の改正が適用されるも

のとして、具体的にどのような通知が考えられるのでしょうか。 

○教育政策課長 現時点で具体的にデジタル化することが決まっている通知は

ありません。今後検討していくものとしては、申請に基づいて

決定した内容を知らせる決定通知書などがあり、各所管に該当

するものがあると考えています。 

○委員     現時点で、具体的にデジタル通知をすぐにしようと考えてい

るわけではなく、今後デジタル化が進んだ場合に、そういった

こともあり得るという意味でしょうか。 

○教育政策課長 区として処分通知等のデジタル化を進めるという大きな政策

決定をしています。各所管には様々な通知がありますが、具体

的にどの通知を対象とし、どの順番で進めるかというところを

検討している段階です。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第４９号は原案どおり可決します。 

        次に、日程第２を議題とします。 

 

（日程第２   議案第５０号 令和８年度目黒区一般会計補正予算（第２号）

（意見聴取）） 
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○教育政策課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５０号は原案どおり可決します。 

        次に、日程第３を議題とします。 

 

（日程第３   議案第５１号 令和７年度目黒区一般会計歳入歳出決算の認

定について（意見聴取）） 

 

○教育政策課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５１号は原案どおり可決します。 

        次に、日程第４及び日程第５は、いずれもめぐろ区民キャン

パスの工事に関する内容ですので、一括して議題とします。な

お、質疑と採決は個別に行うこととします。 

 

（日程第４   議案第５２号 めぐろ区民キャンパス天井非構造部材落下防

止対策工事の請負契約（意見聴取）） 

（日程第５   議案第５３号 めぐろ区民キャンパス天井非構造部材落下防

止対策に伴う電気設備工事の請負契約（意見聴取）） 

 

○八雲中央図書館長 （資料により説明） 

○教育長    まず日程第４について、ご質問等はありますか。 

○委員     工事の内容については特に問題ないと思いますが、この工事

を行っている間、パーシモンホールは使用できるのでしょうか。 

○八雲中央図書館長 今回の工事に伴い、大ホールは令和９年１月１２日から
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令和１０年１月７日まで、令和８年度の二十歳のつどいが終わ

った後から令和９年度の二十歳のつどいの前まで休館を予定し

ています。なお、図書館については、動線を確保した上で休館

せずに運営していく予定です。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５２号は原案どおり可決します。 

        次に日程第５について、ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５３号は原案どおり可決します。 

        次に、日程第６を議題とします。 

 

（日程第６   議案第５４号 目黒区めぐろパーシモンホール舞台照明設備

改修工事の請負契約（意見聴取）） 

 

○八雲中央図書館長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     パーシモンホールはいつ建設され、現在何年目の建物なので

しょうか。 

○八雲中央図書館長 区民キャンパス内のパーシモンホールは、平成１４年に

竣工され、２４年が経過しています。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５４号は原案どおり可決します。 
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        次に、日程第７から日程第９は、いずれも旧目黒区めぐろ学

校サポートセンターの増築等工事に関する内容ですので、一括

して議題とします。なお、質疑と採決は個別に行うこととしま

す。 

 

（日程第７   議案第５５号 旧目黒区めぐろ学校サポートセンター増築等

工事の請負契約（意見聴取）） 

（日程第８   議案第５６号 旧目黒区めぐろ学校サポートセンター増築等

に伴う機械設備工事の請負契約（意見聴取）） 

（日程第９   議案第５７号 旧目黒区めぐろ学校サポートセンター増築等

に伴う電気設備工事の請負契約（意見聴取）） 

 

○学校施設計画課長 （資料により説明） 

○教育長    まず日程第７について、ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５５号は原案どおり可決します。 

        次に日程第８について、ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５６号は原案どおり可決します。 

        次に日程第９について、ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５７号は原案どおり可決します。

次に、日程第１０を議題とします。 
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（日程第１０  議案第５８号 目黒区立目黒南中学校新築工事の請負契約の

一部変更について（意見聴取）） 

 

○学校施設計画課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

        特にないようですので、採決を行います。 

        本案に賛成の委員は挙手を願います。 

 

        （全員挙手） 

 

○教育長    全員賛成ですので、議案第５８号は原案どおり可決します。 

        次に、日程第１１を議題とします。 

 

（日程第１１  令和９年度使用目黒区立小学校教科用図書の採択及び令和９

年度使用目黒区立中学校教科用図書の採択について（協議事

項）） 

 

○教育指導課長 （資料により説明） 

○教育長    本日協議するのは令和９年度に小学校及び中学校で使用する

教科用図書の採択についてです。令和５年度に採択を行った小

学校の教科用図書は、法令により令和６年度から令和９年度ま

での４年間使用することとなっています。また、令和６年度に

採択を行った中学校の教科用図書は、令和７年度から令和１０

年度までの４年間使用することとなっています。 

        資料１のとおり、小学校で令和９年度に使用する教科用図書

は、令和８年度と変更はありません。また、資料２のとおり、

中学校で令和９年度に使用する教科用図書は令和８年度と変更

はありません。 

        この件について、ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この協議を了承します。 

        次に、日程第１２を議題とします。 

 

（日程第１２  令和９年度使用目黒区立学校特別支援学級教科用図書の採択

について（協議事項）） 

 

○教育指導課長 （資料により説明） 
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○教育長    特別支援学級の教科用図書は、児童・生徒の発達段階、成長

段階に合わせて毎年選定しています。 

        この件について、ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この協議を了承します。 

        次に、日程第１３を議題とします。 

 

（日程第１３  「めぐろ学校教育プラン」改定素案（骨子案）について（報

告事項）） 

 

○教育政策課長 （資料により説明） 

○教育長    この件について、ご質問等はありますか。 

○委員    ３ページの文章の一部にアンダーラインが引かれていますが、

文教・こども委員会や議会、政策執行会議に提出する際にも、

このアンダーラインは残すのでしょうか。 

○教育政策課長 今回は「ＭＥＧＵＲＯ」で示す６つの要素について、どのよ

うに考えているのかを教育委員の皆様に分かりやすくお示しす

るため、アンダーラインを引きました。 

○委員     完成版では、文章が自然に流れるようにしていただければと

思います。 

○教育次長   今回、教育委員の皆様からいただいた様々なご意見を踏まえ、

骨子案としてまとめました。その中で「ＭＥＧＵＲＯ」の頭文

字を用いた６つの力については、１つの目玉的なところでもあ

ったため、下線を引き、分かりやすく説明をしたところです。 

        今後、９月、１０月に議会等へ報告する際には、通常の報告

書の形式で示す予定です。今回は、教育委員の皆様に分かりや

すい形でお示ししたものとご理解いただければと思います。 

○委員     この「ＭＥＧＵＲＯ」に使用している英単語が、記載してい

る日本語に対応しているかという点については、前回も様々な

意見が出たと思います。この「ＭＥＧＵＲＯ」という標語は目

立つと思いますので、例えば「オーナーシップ」という単語が

「当事者意識」を表現できているかということについては、

我々日本人の感覚だけではなく、ネイティブの方が聞いても違

和感がないかという点も確認していただきたいと思いました。 

次に、４ページの「確かな学力」という囲みの中に「経験や

振り返りを通して学習を調整しながら学びに向かう力」とあり

ます。また、その下の文章にも「子どもたちが主体的に学習を
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調整できる環境」とありますが、「学習を調整する」という表

現が一般的なのか、もう少し分かりやすい表現がないか検討し

ていただきたいと思いました。 

        最後に、６ページの「目指す学校像」の中で「魅力ある学校」

「活力ある学校」「信頼される学校」の３つが挙げられていま

すが、ここに学校の安全という観点も取り入れていただければ

と思いました。最後のページの表には、学校の安全が重要な要

素の１つとして記載されていますが、学校像においても、安全

は重要な要素であると思いますので、ご検討いただきたいと思

いました。 

○教育政策課長 １点目の英単語については、様々な方がご覧になった際に違

和感がないか、十分に確認した上で進めていきたいと思います。 

        また、学校の安全については、近年、非常に注目を集めてい

るところです。今後整理する具体的な実施策の中に掲げていく

ことはもちろんですが、目指す学校像の中に位置づけるかにつ

いても検討したいと思います。いずれにしても、学校の安全は、

今後もしっかりと打ち出していくべきものだと考えています。 

○教育指導課長 「学習を調整する」という言い方については、「自己調整学

習」に基づくものです。現在、各小学校では、４０分授業午前

５時間制によって生み出した時間を中心として、児童が自ら課

題を見つけ、学習を進める取組を行っています。その中で、最

初に考えた方法がうまくいかなければ別の方法を試したり、友

達との話し合いにより異なる方法を知り、それを取り入れたり

するなど、１つの方法にこだわらず、別の角度から考え、自ら

学習の進め方を見直しながら取り組む学習が行われています。

文部科学省においても、この「自らの学習を調整する」ことの

大切さが示されており、受け身で学ぶだけではなく、自ら考え

てよりよい方法を見つけていく中で使用されている表現です。

そのため、学校現場では比較的受け入れられやすい表現である

と考えています。 

○委員     細かい点については、期限までに整理してお伝えしたいと思

います。まず全体的には、まだ文章がこなれていないところが

多く見受けられるため、精査していただきたいと思いました。

また、「豊かな心」の標語に「自然等にふれ、心を醸成し創造

性をはぐくむ」とありますが、豊かな心は自然等に触れること

だけによって醸成されるものではないと思いますので、標語を
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見直した方がよいと思いました。 

        次に、６ページの図についてです。「魅力ある学校」「活力

あふれる学校」「信頼される学校」の３つが示されていますが、

どのような関係にあるのか分かりにくいと感じます。また、上

に２つ、下に１つという現在の配置は、図として不安定に見え

るため、下に配置した２つによって上の１つが形づくられるよ

うな構成の方が分かりやすいと思いました。「魅力ある学校」

と「活力あふれる学校」をつくることによって、全体として

「信頼される学校」を実現するという趣旨であれば、図の上下

を逆にした方がよいと思いますので、ご検討ください。 

        次に、８ページの体系図についてです。柱２の基本的な方針

８の中に「インクルーシブ教育システムによる特別支援教育の

推進」がありますが、特別支援教育の推進は教育環境ではなく、

教育の内容そのものであるため、柱１「深い学びの実現と人間

性を高める質の高い学校、園教育の推進」に位置づけるべきだ

と考えます。一方で、柱２には「特別支援教育に関わる施設、

設備、特別支援学級の充実」等を位置づけるとよいのではない

かと思いました。 

        また、柱２の基本的な方針１１には「充実した学校生活を送

るための施設等を整備する」とありますが、「設備」という言

葉がどこにも示されていません。教育環境には施設と設備の両

方が必要だと思いますので、「施設等」とするのではなく、施

設と設備の両方を明記していただきたいと思いました。 

○教育政策課長 ご指摘いただいた点について、しっかりと整理していきたい

と思います。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

        本件については、２１日の午前中までにご意見をいただけれ

ばと思います。 

        次に、日程第１４を議題とします。 

 

（日程第１４  「ＭＥＧＵＲＯスマートスクール・アクションプラン」改定

素案（骨子案）について（報告事項）） 

 

○学校ＩＣＴ課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 
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○委員     今回骨子が示され、９月初めの教育委員会で改定素案のたた

き台が示されるとのことですが、この改定素案のたたき台は、

どの程度のものになるのでしょうか。先ほど、めぐろ学校教育

プランの際にも述べたように、現在の文章についてはかなり問

題があると私は考えています。ただし、今回はあくまで骨子案

ですので、改定素案を示す段階では、文章についても十分に精

査され、熟考されたものになるのでしょうか。 

○学校ＩＣＴ課長 ＭＥＧＵＲＯスマートスクール・アクションプランについ

ては、９月８日の改定素案のたたき台において、実施策に係る

具体的な５年間の工程表も含めてお示しする予定です。そのた

め、改定素案のたたき台としつつも、最終案に近いものをお示

ししたいと考えています。一部、参考資料などについては、最

終的な計画書と異なる形にはなると思いますが、ほぼ完成形に

近いものとしてお示ししたいと考えています。 

○教育政策課長 めぐろ学校教育プランについても、たたき台の段階で、先ほ

ど体系図でお示しした基本的な方針ごとに、現状と課題に関す

る説明を加えるなど、本文については、ほぼ全ての内容をお示

ししたいと考えています。一方、図表など、今後時間をかけて

整理していくものについては、素案を決定する段階までにお示

ししたいと考えています。 

○委員     現在、若年者のＳＮＳの使用を禁止する国が出始めているこ

とが、ニュースでも報じられています。学校教育において、こ

のスマートスクール・アクションプランを推進していくに当た

っては、その根本となる情報セキュリティの向上に注力してい

く必要があると考えています。資料に記載のある「児童・生徒

が情報モラルを身に付け、安全かつ適切にＩＣＴを活用できる

状態を目指す」という点については、この時代に合わせて、か

なり重点を置いて取り組んでいく必要があると思います。 

        この内容については、２、３行で済むものではなく、ここを

誤ると、全ての基本的な部分にも影響する可能性があるため、

もう少し記載を充実していただきたいと感じました。 

        私たちは携帯電話もない時代に生まれ、その後ポケットベル

などを経て徐々に現在の環境に移行してきました。一方で、今

の子どもたちは、スマートフォンやパソコンが初めから身近に

ある環境です。急速に時代が変化する中で、これらをどのよう

に扱うべきかという情報モラルは、非常に重要な課題であると
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考えています。ぜひその点について、もう少し内容を充実させ

た案をお示しいただければと思います。 

○学校ＩＣＴ課長 委員ご指摘のとおり、ＳＮＳの利用については、諸外国に

おいても新たな規制が増えているところです。 

        現行計画においても、ＩＣＴ支援員が小学校等を訪問し、情

報モラルに関する授業等を行っている状況です。また、学習指

導要領の改訂の中で、情報モラルに関する学習をより一層強化

していくというようなお話もいただいています。委員のご指摘

も踏まえ、この情報セキュリティ向上に係る実施策の中で、情

報モラルの重要性をより強調して表現し、具体的な取組につな

がるよう検討していきたいと考えています。 

○委員     資料の「働き方改革の視点」の記載について、ここの文章だ

けを読むと、ＤＸを活用して生み出した時間を、教員等がさら

に教育活動に取り組む時間に充てるという趣旨に読めます。 

しかし、もともと働き方改革では、職員の過重労働を軽減し、

心身の健康を維持することがやはり重要だと思います。生み出

した時間を全て教育指導に充てるということではなく、過重労

働の軽減や心身の健康維持を目指すという視点も入れていただ

ければと思いました。 

○学校ＩＣＴ課長 ご指摘の部分については、たしかにそのような意味合いも

あろうかと考えています。一方で、校務ＤＸや働き方改革の推

進によって生み出した時間について、教員が楽をするためのも

のではないかというようなご指摘をいただくこともあります。

そのため、通常の勤務時間内に、いかに子どもと向き合う時間

を創出できるかという趣旨を表現するため、このような記載と

しています。 

○委員     以前も教育委員会で話したことがありますが、十数年前、日

本物理学会や日本化学会、天文関係の学会など、７、８の学会

が連名でデジタル教科書の導入について慎重に検討する必要が

あるとの提言を文部科学省に行いました。 

        その中では、小学校の低・中学年では鉛筆で書くことが重要

であることや、中学生が映像を見ることで理解したような感覚

を持つ一方、思考力が十分に育たないおそれがあることなどが

指摘されていました。 

        例えば、低学年に「２掛ける３は６」と教える場合、画面上

で見せることと、実際に手で触れる物を使い、２本ずつの３組
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と３本ずつの２組がいずれも６本になることを感覚的に理解す

ることは異なります。低学年にとっては、実際に手で扱いなが

ら理解することが重要であると思います。 

        また、同じ文章を紙とデジタルで読んだ場合の読解力や理解

力の差について、日本や欧米で研究が行われており、紙で読ん

だ方がより深く読み取ることができるという結果も示されてい

ます。 

        教育委員会事務局が各学校を指導する際には、文部科学省が

ＧＩＧＡスクール構想を掲げ、ＩＣＴ化を推進しているから取

り組むということだけではなく、教育委員会として、何が重要

で、どのような教育が大切なのかを十分に考えていただきたい

と思います。 

        もちろん、現在の社会では、ＩＣＴに関する知識や技能とし

て身につけるべきものが数多くあり、今回示していただいたプ

ランがよくないということではありません。ただ、文部科学省

から示されたから取り組むということではなく、教育委員会と

してのしっかりとした哲学を持って施策を進め、その考えに基

づいて各学校を指導していただきたいと思います。 

○委員     ＩＣＴについては、子どもたちがＩＣＴを活用して学ぶとい

う視点、教員がデジタル機器に慣れ、教育指導に活用するとい

う視点、また、これまで紙で行っていた校務をデジタル化し、

働き方改革につなげるという視点があると思います。 

        さらに、環境整備や情報セキュリティの向上という視点があ

ります。その中の情報モラルについては、学校だけでなく、家

庭でも取り組む必要があると感じています。 

        例えば、現在、子どもが情報端末を使って自由研究をしてい

ますが、親のスマートフォンで撮影した写真を子どもの情報端

末へ移してスライドを作ろうとしても、制限があり、うまく移

すことができませんでした。子どもたちが使用する情報端末に

は、外部から情報を取り込む場合にも、外部へアクセスする場

合にも一定の制限があります。その中で、自分たちがインター

ネット上のどの範囲にいて、そこから外に出るとどのような危

険があるのかを理解することも、情報モラルの１つであると考

えています。 

        ＩＣＴを学校で活用しつつ、児童・生徒の安心・安全の確保

を並行して進めていく上で、９月から「すぐーる」に移行する
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ことも踏まえ、ＩＣＴを活用した家庭との連携についても、何

らかの取組ができればよいと考えています。まだ具体的な提案

には至っていませんが、そうした検討も行っていただければと

思いました。 

○委員     今年は「ＡＩ元年」と言われており、ＡＩの普及が夏休みの

自由研究の在り方にも影響するのではないかと考えています。

自由研究は、様々な実体験をし、それを自分なりの形でまとめ

るということから始まったと聞いています。 

        今回の夏休みの自由研究において、ＡＩが適切に活用されて

いればよいのですが、逆に、どのような形で不適切に利用され

ているかという実態についても把握する必要があると考えてい

ます。今年の夏休みが、こうした状況を確認する実質的な初年

度になると考えられますので、意見聴取も含め、何か情報があ

りましたら、後日教えていただければと思います。 

○教育指導課長 今のお話は、自由研究だけではなく、読書感想文などにも関

わるものと考えています。生成ＡＩがこれだけ普及している中

で、子どもたちが生成ＡＩを使って作品を作ることも考えられ

ますが、作品そのものの出来栄えのみをもって評価することは

考えていません。大切なのは、作品を作る過程で、子どもたち

がどのようなものにするかを考え、自ら構想を練り、主体的に

取り組みながら進めていくことです。その中で、生成ＡＩを使

って、よりよいものや見栄えのよいものに仕上げていくという

ことはあり得ると考えています。 

        なお、授業における生成ＡＩの活用については、まだ区の教

育委員会として一律に開始している段階ではなく、引き続き研

究段階にあります。一方で、子どもたちが生成ＡＩを活用して

作品を作ってくるということは十分に想定されるため、各学校

において、それぞれ対応の準備を整えています。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

        本件についても、２１日の午前中までにご意見をいただけれ

ばと思います。 

        次に、日程第１５を議題とします。 

 

（日程第１５  目黒区立学校授業リーダー及び目黒区立学校授業アドバンサ

ー認定制度の新設について（案）（報告事項）） 
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○統括指導主事 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     認定後の活用方法として、助言やフォローアップなどが挙げ

られていますが、この制度の方式ですと、授業アドバンサーや

授業リーダーがいる学校といない学校が出てくるものと思いま

す。各学校では、新規採用教員に同じ学校の先輩教員がメンタ

ーとしてつくことがあると思いますが、この制度においても、

例えば別の学校の授業リーダーから指導を受けたり、別の学校

の授業アドバンサーを集めて何か取組を行うといったような、

区内の学校全体で連携することは想定しているのでしょうか。 

○統括指導主事 現行制度においても、授業スペシャリストや授業アドバンサ

ーについては、各学校の求めに応じて、校長間で調整した上で

活用されている状況です。 

        ただ、他校の人材を活用する場合には、どうしても依頼する

側にも一定の負担が生じます。そのため、今回は身近な活用と

いうところに主眼を置きました。新しい制度においても、各学

校が必要に応じて活用しやすく、授業力向上に資するように、

教育委員会としても支援していきたいと考えています。 

○委員     選考方法について、本人からの申出に基づき、教育指導課が

校長所見、提出書類、授業参観及び面接等を踏まえて認定する

という理解でよいでしょうか。 

○統括指導主事 そのとおりです。 

        現行制度では選考委員会を設けていますが、面接は実施して

いません。これまでは表彰制度という性格から選考委員会を設

けていましたが、今回は認定制度となるため、面接を通じて、

認定後に区内の研修等でどの程度ご自身の力を発揮できるのか

についても、適切に確認していきたいと考えています。 

○委員     そうすると、認定に関しては、比較的裾野を広くしていくも

のと理解しました。一方で、認定基準が曖昧であると、個人的

な判断によるものと受け取られ、誤解を招く可能性もあります

ので、明確な認定基準を設けた上で運用していただきたいと思

います。 

○統括指導主事 今回の制度の見直しにより、応募の裾野は大きく広がったと

思っています。一方で、応募者全員が認定されるものではあり

ませんので、認定基準を明確にし、適切に確認していきたいと
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考えています。 

○委員     今回の見直しにより、表彰制度は廃止されるのでしょうか。 

        また、授業アドバンサーについて、「メンター的な役割」や、

「メンター的な立場からの助言」とありますが、具体的にどの

ような役割や立場を想定しているのか教えてください。 

○統括指導主事 １点目の表彰制度については、今年度をもって廃止する予定

です。そのため、新たな授業スペシャリストの募集は行わない

方向で考えています。 

        ２点目の「メンター的」については、経験年数が１年目から

３年目程度の若手教員にとって身近な先輩教員として、指導や

助言を行うということを想定しています。 

○委員     教育指導課で十分に検討した上での制度だと思いますので、

推進していただければと思いますが、何点か意見を述べます。 

まず、表彰制度には認定制度とは別の意味合いがあると思う

ため、残してもよかったのではないかと思いました。 

        また、「メンター」という言葉については、日本語で分かり

やすく表現したほうがよいと思いました。 

        次に、本人申出による応募については、実際にどの程度申出

があるのか不安があります。例えば、リーダーとなる資質が十

分にあったとしても、認定後に校内での授業公開や、指導案へ

の助言、区内研修会での指導・助言などを担うことを考えると、

応募をためらう教員も多いのではないかと思いました。結果と

して、将来管理職として育てていきたい教員に校長が応募を促

し、形式上は本人申出とする形になっていくのではないかと考

えています。そのため、本人が自ら申し出るという制度が、実

際に機能するのか疑問に感じています。 

        最後に、授業アドバンサーについては、教師道場や研究員制

度に応募できるよう、教育指導課が支援するということだと理

解しています。ただし、授業アドバンサーが東京都の制度の下

請けにならないよう、目黒区の人材認定制度として誇りを持っ

て取り組んでいただきたいと思いました。 

○統括指導主事 まず、「メンター」という表現については、学校へ周知する

際に、より分かりやすい日本語の表現にしたいと思います。 

        次に、表彰制度については、教員を励まし、その努力や成果

を教育委員会として認めるという点で、非常に大きな意義があ

ったと考えています。一方で、今回の制度においても、認定式
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を行う予定であり、教員のこれまでの努力をたたえるという側

面はあるものと認識しています。 

        本人申出制では応募者が集まらないのではないかというご意

見については、制度の見直しに当たり、校長会とも調整を行う

中で、校長が推薦しにくい状況があることも伺っています。一

方で、これまでは力量や意欲のある教員が自ら手を挙げにくく、

そうした教員を十分に拾い上げられていなかった面もあると考

えています。その点については、教育委員会としても、授業観

察等を通じて教員を十分に把握し、該当する教員を拾い上げて

いきたいと考えています。また、校長に対しても、面接等の機

会に、教員への働きかけも促していきたいと考えています。 

        最後に、東京都の下請けにならないようにとのご意見につい

てですが、今回の制度は目黒区独自の取組ですので、誇りを持

ち、魅力ある制度となるよう、教育委員会としてその活用と支

援を進めていきたいと思います。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 

        次に、日程第１６を議題とします。 

 

（日程第１６  教育委員会名義の使用承認状況について（報告事項）） 

 

○教育政策課長 （資料により説明） 

○教育指導課長 （資料により説明） 

○生涯学習課長 （資料により説明） 

○教育長    この件についてご質問等はありますか。 

○委員     「ボーダレス芸術祭」について、会場が渋谷区役所ほかとな

っていますが、今の説明からすると目黒区内でも開催している

ということでしょうか。 

○生涯学習課長 会場が複数あり、そのうちの１つを取り上げ、資料には渋谷

区役所ほかと記載しましたが、ボーダレス芸術祭の事務所が碑

文谷にあり、そちらでも展示を行うと聞いています。 

○委員     それであれば、資料には目黒区内の会場について記載した方

がよいと思いましたのでご検討ください。 

○生涯学習課長 今後、そのように修正していきたいと思います。 

○教育長    その他ご質問等はありますか。 

        特にないようですので、この報告を受けました。 
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 資料配付 

 ・令和８年度目黒区立中学校案内 

 

 

 

○教育長    その他なにかありますか。 

        特にないようですので、以上で本日の定例会を閉会します。 

 

（午前１１時３４分閉会） 

 

 


